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本論文の概要 

本論文は、日本の文芸翻訳者が執筆するペリテクスト（書籍内パラテクスト）の一つである

「訳者あとがき」を対象にして、翻訳者が自己提示などのためにその文章をどのように利用し

ているのかを考察するものである。「訳者あとがき」は、読者と作品との距離を縮めるものと

一般に認められており、それは翻訳を受け入れやすくするための効果的な方法であると考えら

れる。それにもかかわらず、欧米における翻訳出版物（特に大衆文学作品）は、まれにしか後

書きや前書きを含んでいない。この事実から、多くの欧米出版社はこの種のペリテクストが不

必要、もしくは作品の宣伝には有害であると判断していることが分かる。しかしながら、日本

において「訳者あとがき」の執筆は慣例になっており、あらゆる文学ジャンルに見られる。翻

訳者の可視性及び翻訳作品のペリテクストに対する欧米出版社の態度とは正反対にあるこの慣

例は、日本の翻訳者に、一人称での発言を可能にする場を提供しているのである。 
本論文は、日本における「翻訳者による書籍内解説」（translator commentary, 以下“TC”と

表記する）である「訳者あとがき」の慣例を分析し、その機能を考察することに主眼を置いて

いる。具体的には、まず日本の翻訳出版の場における TC の使用範囲、TC の外面的・内容的特

徴、及び TC が文学の場において果たしている機能を検討し、そして、このような TC の慣例

や機能を通して翻訳者は実際にどのように一人称的立場を利用しながら著作者としての行為性

（agency）を示しているのかを考察する。 
本論文は三部構成となっている。第一部（第一章－第三章）は、考察の理論的枠組みを構築

し、歴史的背景を検討する。第二部（第四章－第七章）は、本論で調査対象とする TC を決定

し、対象サンプルに対し量的・質的側面から分析を行う。そして第三部（第八章－第十章）は、

ペリテクスト執筆者としての翻訳者に注目し、TC に見られる彼らの行為性の特徴を考察する。

以下、各章の概要を示す。 
第一章では、研究対象となる TC の定義を確定し、以下の三つの問題を提起する。 

１. 欧米とは異なる出版習慣である日本の TC は、どのように構成されているか。 
２. 翻訳者は TC の執筆を通して、どの程度、またどのように慣例の枠を超える個人的な行為

性を示すか。 
３. TC という出版習慣は、日本の文芸翻訳者の行為性においてどのような機能を持つか。また、

その機能はどのように利用されているか。 
第二章では、本研究を構成する主要概念（行為性、不可視性、自己イメージ）を翻訳学の観

点から検討する。それに加え、ジェラール・ジュネットのペリテクスト論とピエール・ブルデ

ューの「象徴財市場」（le marché des biens symboliques）論が本研究にどのように適用できるか

を考察する。また、欧米における既存の TC 研究が、翻訳規範や歴史的情報を提示する資料と

して TC の価値を認めながらも、個人表現の場としての TC に関してはほとんど無視してきた

ことを考察する。 
第三章では、日本と欧米の TC に関する歴史的背景を検討する。まず、過去（江戸・明治・

大正・昭和時代）に書かれた TC を対象にして、日本における「訳者あとがき」の起源を解明

する。江戸時代すでにその萌芽が認められる「解説」は、明治以降その役割が強化され、その

「解説」の伝統が TC の形で継承されて行く。欧米の翻訳出版物においても「解説」の伝統は

存在するが、それは必ずしも翻訳者が執筆するものではない。欧米出版業界は翻訳者の存在を

無視する傾向があり、近年では文芸翻訳者の組織が、翻訳者の可視性を求める運動を行うよう

になった。彼らはその要求を実現する手段の一つとして、出版社に対して TC の一般化を求め

ている。このような運動は日本では行われていない。日本において翻訳行為は、ブルデューの

言う「象徴的な価値」がある程度認められた「文化的な生産」と見なされているからだと考え

られるのである。 
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第四章から、本論文の本体をなす検討に入る。現代日本における翻訳出版物に対して用いた

層化抽出によるサンプル収集方法を明示し、その方法により得られたサンプルを提示する。今

回の調査では、Index Translationum (IT) のデータベースにおける「文学」カテゴリーに限定し、

この分野で 1992 年から 2007 年（計 16 年間）にかけて日本で出版された 64 冊の翻訳作品（起

点言語の特定はしない）を抽出した。 
第五章では、抽出したサンプルにおける TC の有無を調査し、各作品の文学ジャンル及び文

学的地位と、TC の有無との相関関係を明らかにする。所属シリーズと書籍形体のためにほと

んど TC が付されていなかった２２冊の作品はサンプルから除外した。残り４２冊の内、TC を

もつ３３冊で分析対象のコーパスを構成した。その結果、文学ジャンルや文学的地位による影

響を多少受けつつも、文学の場の全領域（大衆文学から純文学まで）にわたり TC が頻繁に現

れていることが分かった。 
第六章は、日本の TC がどれほど固定的な慣例に従っているかを明らかにするため、TC の外

面的特徴（文章量、題目、配置、著者名、日付など）を検討する。結果として、題目と配置に

は一定の慣例が見受けられる一方、著者名と日付は任意であり、文章量は一定ではなく作品に

応じて様々であることが分かった。 
第七章は、TC の口調や文体、内容的特徴を検討する。それに基づき、TC に現れる修辞的構

成とテーマ（topic）構成を考察する。これにより、二つの定型文の存在が明らかになったが、

大部分の TC は固定的なモデルを利用しないで書かれていることが分かった。TC の多様さに一

層深く注目するために、TC 内のテーマを考察した。結果として、各 TC は一般に原文作品を強

調していることから、TC 執筆者の役割は、起点文化に関する情報を読者に提供し、読者とそ

の文化とのつながりを構築することにあると言える。また、日本の TC を検討する本論文は、

TC が翻訳過程についての情報を提供するものと考える欧米の先行研究に対し、その主張の一

般性の相対化を求めている。確かに、「翻訳」というテーマはサンプルの TC の半数に見られた

が、文章量全体に占める割合はわずかであり、日本における TC は翻訳過程を議論するための

媒体ではないと判断できるのである。 
第八章では、著作としての TC を解読する土台を補強するため、日本の国会図書館のデータ

を利用して、本論文で用いた調査サンプルの TC 執筆者の翻訳経験とその実績を明らかにする。

各翻訳者のデビューの状況、それ以後の活動を調べると、調査サンプルには大学教員と翻訳経

験の少ない初心者が含まれていたものの、TC 執筆者の多くは職業的な文芸翻訳者であり、TC
執筆の経験が豊富であることが明らかになった。経験豊富な執筆者の中には TC の既存モデル

に従うことなく、独自のスタイルの TC を駆使し、自身を提示する者もあった。 
第九章では、各 TC の内容に基づき、自己イメージを表現しようとする傾向をもつ TC を二

つのグループに分け、それぞれを分析する。まず、TC において翻訳者の行為性が最も少なく

表現されている状態を把握するため、一人称発言がない TC 群を考察する。このグループでは、

TC 執筆者はほぼ一般的な観点から作品・作者を肯定的に評しており、これが行為性の最少レ

ベルであると判断できる。もう一つの、一人称発言がある TC グループでは、翻訳者自身の人

生と原作や作家との結びつきや、翻訳者の翻訳経験、さらに、読者に対する翻訳者の個人的な

連帯感なども語られており、この種の TC が、文学の場に自己を位置づけようとする志向性を

顕著に示して、翻訳者の行為性の最大レベルになると判断できる。 
結論の第十章では、翻訳者が TC の機能を利用して、自己イメージを構築し循環させる行為

性について考察する。先行研究は TC の機能として、情報提供・解説・批評・メタテクスト・

規範化などを強調してきたが、本論文は、サンプルの TC の考察に基づき、歓待・促進・イデ

オロギー・評価・自己提示などの機能もきわめて重要なものであることを示して、結論とする。 
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本論文の評価 

本論文は、文芸翻訳の分野における翻訳者の位置と役割が、日本と欧米とではかなり異なる

ことに注目し、その差異の様相を、翻訳者の執筆するペリテクストの一つである「訳者あとが

き」を考察することで解明しようとした、独創性の高い非常に優れた研究である。欧米では一

般に翻訳者の不可視性が高いが、反対に日本では翻訳者の可視性は高く、とりわけそれは、「訳

者あとがき」の執筆という慣行に現れている。しかし、日本でもまた、「訳者あとがき」の存在

は広く認知されてはいるものの、文芸作品本体への付随性の故に、これまで十分考察されるこ

とはなかった。本論文は、日本の文芸翻訳書の一つの特徴と言える「訳者あとがき」を対象に、

その分類化と内部構成の分析を徹底し、そうすることで、ペリテクスト執筆行為における翻訳

者の著作者性という、これまでほとんど注目されることのなかった面まで解明した画期的な業

績である。 
この総括的な評価は、以下、三点での高評価項目に分析して説明できる。 
第一に、翻訳研究は、文学的カノンに属するテクスト本体の、言語間、文化間移動における

変形や変質を解明することに強い関心を抱いてきたが、それに対し本論文は、カノンへの所属

にこだわらず広く翻訳文芸書一般をコーパスに取り込み、その「訳者あとがき」を検討の中心

に置いた。この二重の脱中心化の視野の下で、統計的処理や数量的分析、また歴史的考察を行

いつつ、詳細にテクストを分析し、日本の翻訳出版慣行における「訳者あとがき」の構成と機

能を解明できた点は高く評価できる。 
第二に、「訳者あとがき」における、翻訳者の多様な自己表出方法を追究して、マイナーテク

ストに託された、自己主張や社会的戦略を解明したことは画期的である。とりわけ、翻訳者が

「訳者あとがき」を執筆することで、黒子の役割を越えて自ら文化的アクターとして働こうと

する、その主体性を解明しえた点は優れており、文学と社会の関わりを研究する領域に、新た

な視角を与えるものと評価できる。 
第三に、世界の翻訳学におけるペリテクスト研究は、これまで専ら欧米の慣行に基づいたも

のであったが、本論文は、日本におけるペリテクスト文化を解明して、欧米中心的な枠組みに

変更を求めようとする、きわめて野心的な研究である。翻訳者の可視化の問題が現在の争点の

一つとなっている欧米の翻訳界が新たな方向に舵を切るために、無視しえない重要な業績とな

りうると判断する。欧米の研究者の理論を十分に参照して、日本の特殊性の過大評価に陥るこ

とを絶えず警戒して議論が進められており、この点も日本文化の発信として評価できる。 
ただ、歴史的考察をもっと広げることで、翻訳者の高い可視性という日本の翻訳文化の特徴

をいっそう深く解明できたのではないか、また、日本以外の「訳者あとがき」事情について、

具体的な事例に則した考察があればより説得力が増したのではないか、さらにまた、「訳者あと

がき」執筆者へのインタヴュー調査を行えば、その動機や戦略の解明に有効だったのではない

か、等が口述審査の場で指摘された。しかしそれらも、本論文全体の評価を損なうものではな

く、今後の研究の展開に期待することにした。 
以上により、審査委員は全員一致して、本論文が課程博士学位（文学）を授与されるに値す

るものであると判断した。 
 
 


